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小田中直樹『ライブ・経済史入門』（勁草書房、2017）正誤表 

 

Vers.3.（2017 年 5 月 1 日） 

 

 

[0-1] iv ページ「読書案内」 

「中西聡」「中西」 

「三輪良一」「三和」 

「石坂昭雄」「石坂」 

「奥西孝至」「奥西」 

「金井雄一」「金井」 

「長岡新吉」「長岡」 

「廣田功」「廣田」 

「岡崎哲二」「岡崎」 

 

[0-1’]  36 ページ 

9 行目 「ある漁師が、その点をこえてさらにもう一回出漁するとしたら」「その点を

こえてさらに出漁する漁師がひとり増えたら」 

10 行目 「出漁した漁師にとっては、収入が増えるから」「あらたに出漁した漁師にと

っては、収入が得られるから」 

13 行目 「出漁した」「出漁する」 

 

[0-2] 39 ページ 

図 1.5 下の図の右下がりの線「MC」「MR」 

 

[1-1]  40 ページ 

うしろから 2 行目 「平均収入曲線は」「最適点では平均費用・限界費用・限界収入は

等しくなるが、これに対して平均収入曲線は」 

 

[1-2] 40 ページ 

4-5 行目 「そして、これで、ようやく、集団の最適点をこえて出漁した漁師の収入は増

加するか否かという設問に回答できる」「ようやく、集団の最適点をこえて出漁する漁

師の利益はどうなるかという設問に回答できる」 

 

[1-3] 41 ページ 

1 行目 「ある漁師が抜駆けしてもう一回出漁すれば」「ある漁師があらたに出漁すれ

ば」 

4 行目 「出漁を続けたり増やしたりする」「出漁する」 

5 行目 「全員が抜駆けする」「出漁する漁師は増えてゆく」 

7 行目 「続けるかというと、」「続けるか。」 
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8 行目  「したがって、」削除 

9 行目 「さらにいえば、一般にコモンズの悲劇と呼ばれている事態」「さらにいえば

コモンズの悲劇」 

15 行目 「抜駆けして、もっと漁を増やそう」「ぜったい出漁しよう」 

16 行目 「増やした分の出漁は、」「出漁は」 

16 行目末-17 行目 「もたらし、自分の収入の合計を増やす」「もたらす」 

17 行目末 「の回数を増や」削除 

 

[2]  52 ページ 

うしろから 3 行目 「傾きは徐々に急になってゆく」「傾きがマイナスになる」 

 

[3-1]  53 ページ 

うしろから 5 行目 「人口が均衡点[E*]をこえると」「人口が均衡点[E*]の横座標をこ

えると」 

 

[3-2] 56 ページ 

7-8 行目 「抜駆けして資源の採集量を増やす個人の利益は増える」「あらたに参入す

る個人も利益を得る」 

13 行目 「抜駆けして出漁することによって、一回の抜駆けあたり平均」「あらたに出

漁することによって、平均」 

最後の行 「抜駆けした」「新規参入した」 

図 2.4 「他のメンバー」「既存メンバー」 

同   「追加利益」「新規参入メンバーの利益」 

 

[3-3] 57 ページ 

3 行目 「努力と勤勉を駆使して抜駆けをした」「新規参入に際して努力と勤勉を駆使

した」 

5 行目 「抜駆けによって得られる」「新規参入者が得る」 

6 行目 「抜駆け」「新規参入」 

7 行目 「抜駆けしない」「既存の」 

11 行目 「抜駆けしたせいで、自分も出漁を増やさない」「新規参入したせいで、出漁

を増やしでもしない」 

14 行目 「抜駆け」「新規参入」 

16 行目 「他のメンバー」「既存メンバー」 

16 行目 「抜駆けが」「新規参入が」 

 

[3-4]  58 ページ 

5 行目 「抜駆けするせいだから、抜駆けが」「勝手に新規参入するせいだから、新規

参入が」 

12 行目 「抜駆けしたのか」「新規参入したのか」 
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12 行目 「抜駆けした場合」「勝手な行動をした場合」 

 

[3-5]  59 ページ 

11 行目 「抜駆けする」「行動する」 

13 行目 「抜駆けはダメ」「新規参入はダメ」 

 

[4]  162 ページ 

最後の行 「縦軸すなわち」「縦軸の値すなわち」 

 

[5]  163 ページ 

2 行目 「縦軸すなわち」「縦軸の値すなわち」 

 

[7]  180 ページ  

図 7・2 「S=MR」「D=MR」 

 

[8]  194 ページ 

図 7・6 「価格効果（マイナス）＝需要側がつける価格」「価格効果（マイナス）」 

 

[9-1]  194 ページ 

うしろから 4-3 行目 「たとえば、供給量が一〇単位から一一単位に増加するとき、需要

側がつける価格が一〇〇円下がったとすると、限界収入は一〇〇円×一〇単位で一〇〇〇

円下がる」「たとえば、供給量が一〇単位から一一単位に増加するとき、需要側がつけ

る価格が二〇〇〇円から一〇〇円下がって一九〇〇円になったとすると、限界収入は、数

量効果一九〇〇円分から価格効果（一〇〇円×一〇単位で）一〇〇〇円分を引いた九〇〇

円となり、需要側がつける価格より小さいことがわかる」 

 

[9-2]  194 ページ 

7 行目 「価格が下がったことからもたらされる」「価格低下がもたらす」 

8 行目 「このうち」削除 

10 行目 「これに対して、価格効果は」「価格効果は、」 

11 行目 「働くから、正の値となる」「働き、正の値である」 

12 行目 「小さくなる」「小さい」 

13 行目 「わけだ（ここがポイント！ よろしく）」削除 

 

[9-3]  195 ページ 

3 行目 「販売することが」「販売」 

4 行目 「という点で、プライステイカーではなく」削除 

 

[10]文献リスト vi ページ 

「中林昌幸」「中林真幸」 
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「三輪良一」「三和良一」 


